
認知症初期集中支援チーム 

 

〇認知症初期集中支援チームにはどんな専門職が在籍していますか？ 

大口病院のサポート医をはじめ、精神保健福祉士、保健師、社会福祉士が在籍しています。 

その他、支援体制として認知症地域支援推進員や主任介護支援専門員等と連携しています。 

 

〇どんな人が対象になりますか？ 

 40歳以上の在宅生活者で以下の（１）又は（２）に該当する方が対象となります。 

（１） 

 ア 認知症疾患の臨床診断を受けていない者 

 イ 継続的な医療サービスを受けていない者 

 ウ 適切な介護サービスに結び付いていない者 

 エ 介護サービスが中断している者 

 

〇初期集中支援利用の流れ 
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                相談内容・基本情報を確認し、初回訪問・面談を実施する。 

                ※原則、医療系職員を含む２名以上の複数で訪問。 

 

                専門医を含めたチーム員会議を開催。 

支援方針、支援内容、役割分担の検討。 

                ※必要に応じて主治医や介護支援専門員等関係者の出席を求める。 

 

                支援計画に基づいて、受診に向けた動機付けや必要なサービスの 

               利用が可能となるよう支援する。 

 

              支援計画の終了について決定。目的が達せられた場合などを含み 

最長６ケ月の期間とする。終了後は、サービス提供者等へ引継ぎ、

その後の経過について確認をおこなう。 

 

 ※支援開始から終了までの間、計画に基づいてチーム員の訪問やチーム員会議を開催します。 

民生委員や地域の方、かかり

つけ医、ケアマネージャー等 

相談窓口 

大口地域包括支援センター 

菱刈地域包括支援センター 

認知症初期集中支援チーム 

初回訪問 

チーム員会議 

支援開始 

支援終了の決定 

（２）                              

 医療サービス、介護サービスを受けて

いるが認知症の行動、心理症状が顕著

な為、家族等が対応に苦慮している者 

 

本人（認知症又は認知症が

疑われる人）又はその家族 

https://www.irasutoya.com/2018/04/blog-post_632.html

